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万物混淆の叙事詩 
デーブリーン『⼭と海と巨⼈』における怪物および巨⼈と列挙法 

 
相⾺尚之 

 
0. はじめに 
 

本論は、ユダヤ系ドイツ⼈精神科医・作家アルフレート・デーブリーン（Alfred Döblin 1878-

1957）による 20 世紀から 27 世紀に及ぶ⼈類の歩みを描いた⻑⼤な未来⼩説『⼭と海と巨⼈』
（Berge Meere und Giganten, 1924）における、列挙法や接続詞の省略を多⽤した特徴的な描写と
有機物・無機物の混淆する怪物および巨⼈表象の関係について、彼の⾃然哲学を踏まえつつ論
じる 1)。 

デーブリーンは、とりわけ『ベルリン・アレクサンダー広場』（Berlin Alexanderplatz, 1929）に
よりモダニズム⽂学の代表的作家として⾼い評価を確⽴したが、『⼭と海と巨⼈』は 1970 年代
に⼊るまで⽂学研究の中⼼的対象ではなかった 2)。それでも途⽅もない時空間的広がりのなか
で技術発展や都市⽂明の興亡、⼈間と⾃然の⼒を描き上げたこの作品は、様々な論点から多く
の研究をもたらしており 3)、近年では『⼭と海と巨⼈』の中⼼的主題の⼀つとされる技術と⾃
然の衝突についても、有機物と無機物、⼈間と動植物、機械と⾃然といった単純な⼆項対⽴で
は捉えられない混淆的存在の出現が注⽬されている。これは第⼀に、デーブリーンの⾃然哲学
との関係から論じられており、ペーター・シュプレンゲルは世紀転換期の有機体論や⽣気論の
流⾏から『⼭と海と巨⼈』を「有機物と無機物の接近の実験 4)」と評し、またカール・ゲルダ
ールースは、この⼩説は技術と⾃然という⼆元論⾃体の崩壊を企図したと指摘した 5)。第⼆に、
この未来⼩説内の⾃然対技術という単純化された⼆元論の溶解は、ブルーノ・ラトゥールの批
評理論から分析されており、ゴットフリート・シェーンデルは作中の多様な存在を⼈間とその
他に⼆分できないハイブリッドな⾏為体とみなし 6)、またクリストフ・ブルトマンはラトゥー
ルに加え 19 世紀末の動物学者カール・アウグスト・メービウス（Karl August Möbius 1825-1908）
による⽣態学の先駆的構想を参照することで、⼩説内のアクターは⼈間に限定されないと論じ
た 7)。第三の動向は環境批評であり 8)、マルクス・ヒエンはガイア理論を参照しつつデーブリー
ンと現代ドイツの作家フランク・シェッツィング（Frank Schätzing）と⽐較し、『⼭と海と巨⼈』
のエコロジー思想に通じる先駆性を評価した 9)。またロバート・クライクは諸⾔説の混淆した
テクスト内の⾏為体をサイボーグ的存在と評し 10)、ゲルダールースも技術と⾃然の融合に、古
典的⼈間像を問い直す「批評的ポストヒューマン 11)」の先駆的形式を⾒出した。 

これらの研究を踏まえつつ本稿は、デーブリーンの⾃然哲学と『⼭と海と巨⼈』における描
写法および万物の混淆的存在の関係について論じる。この作家は⻑編作品を⾃然哲学および⽂
学論と並⾏的に執筆しており 12)、この叙事詩の執筆期には後の⾃然哲学書『⾃然を超える⾃我』
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（Das Ich über der Natur, 1927）にまとめられる論説が多数発表された 13)。そこで第 1 節では、諸
物の「魂」を初めて論じた「⾃然とその魂」（„Die Natur und ihre Seelen,“ 1922）から、彼の⾃然
観を明らかにする。第 2 節では、『⼭と海と巨⼈』の「献辞」（Zueignung）における、カンマや
接続詞を極⼒排し、名詞、動詞、分詞などを連続させた特異的⽂体を検討するとともに、怪物
の誕⽣における⼈間や動植物のみならず鉱物や熱、⽔、光などの並置と混合の様態を⽰す。第
3 節では⼈間を改造して創造された「巨⼈」の「器官」の役割に注⽬することで、物質交換に並
⾏する「魂的」繋がりを論じる。これにより、『⼭と海と巨⼈』は有機物と無機物の境界を超え
る修辞的および⾃然哲学的な叙事詩であったことが明らかになるだろう。 

 
1. ⾃然における「魂」の遍在──デーブリーンの「⾮神秘主義的」⾃然哲学 
 

精神科医であったデーブリーンはかねてより⼤衆向けの科学記事を執筆していたが、第⼀次
世界⼤戦後には思弁的⾊彩が強まり、科学知識の紹介から独⾃の⾃然哲学の表明に向かった。
まずは、彼がどのように物質の「魂」を捉えていたか、「⾃然とその魂」から確認していこう。
この⾃然哲学的論説でまず注⽬すべきは、デーブリーンが「空気の魂、⽔の、塩の、窒素の、
酸素の魂（Luftseelen, Wasser-, Salz-, Stickstoff-, Sauerstoffseelen）14)」（NS 7）のように、万物に

「魂」を認めたことである 15)。この主張は精神科医であった彼の思弁的物活論への転向にも映
るが、この「魂」は形⽽上的あるいは超越的実体のことではない。⼈間の精神現象が物理・化
学的反応に依拠していると認める彼は 16)、むしろ次のように、物質の引き起こす⼼理的影響や
物質上の反応をその「魂」と呼称したのだ。 

 

物質は、⾃我といかに関係しているのか。⽔、カフェイン、塩、窒素、炭素は。 

⼈は⾔う、それらは栄養を与え、刺激し、⿇痺させると。それらは「物質」内の、精神
なき類の出来事であると。この労多き争いに私は関わらない。私は、魂なき物質を知らな
い（Mir ist keine seellose Materie bekannt）。 

私は確かに、カフェイン、⽔、窒素が、あらゆる化学的物体、銅、アルミニウムが、⾃
我や動物や植物とまったく同様に、内奥で魂化（beseelt）されていると知っている。これら
物質の魂（Die Seelen dieser Stoffe）は、物質の反応において、他の物質への振る舞いにおい
て、それらの⾊、硬度、凝集状態の変化において、姿を現し、現実となる。反応の外では、
魂はただ可能性や想定なのだ。（Außerhalb der Reakiton sind die Seelen nur möglich und gedacht.）

（NS 8） 

 

デーブリーンのこの「魂」は、⽣物学者エルンスト・ヘッケル（Ernst Haeckel 1834-1919）の
通俗科学書『結晶の魂』（Kristallseelen, 1917）における「魂」の⽤法と類似する 17)。というのも
両者は、⼈間や動物のみならず鉱物なども「魂」を持つと宣⾔したばかりか、この⾔葉を神秘
的存在ではなく、事物の合法則的な反応や形態を指し⽰すために⽤いたからだ 18)。エルシオ・
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コーネルセンは、「結局のところヘッケルは、『魂』や『精神』といった使い古びた概念を、単
純な⾃然現象の表現、ただ化学的および物理的⼒の名称として⽤いている。それらはデーブリ
ーンにおいて、『魂的』（„seelisch“）や『霊的』（„geistisch“）という術語に対応する 19)」と指摘
する。ヘッケルにとって「魂」が、有機物と無機物における諸現象を⼀貫して機械論的に説明
するための修辞的援⽤であったように、デーブリーンにとっても「魂」とは、あらゆる物体に
おける作⽤や機能を捉えるための標識であった。 

この⾃然哲学論では、「⽔の魂」や「酸素の魂」といった⾮精密科学的な表現によって──ま
た後の『⼭と海と巨⼈』における列挙法を先取りする物質の並べ挙げによって──様々な物質
の挙動や性質が説明された⼀⽅で、超⾃然的実体や主体的⼈格としての「魂」は否定された。
彼は、「あらゆる感覚、意思、意識の変化は、⽔、熱、物質に由来せねばならない。⾃我や意識
と呼ばれるものは、⼤いなる誇張なのだ」（NS 10）として、精神の⾮物質的かつ特別な位相を
否定し、代わりに有機体を「集合魂」（NS 6）とみなす。というのも⼈間を含めあらゆる存在は、
⾁体的に様々な物質から構成されるばかりか、魂においても様々な魂の集合体であるからだ 20)。
加えてこの物質的および精神的集合性は、共時的な組み合わせのみならず、通時的な連続性す
なわち系統発⽣史によって定められる。 

 

もちろんあらゆる種類の⼈々に──⽣物発⽣上（biogenetisch）、⾁体においてあるように─
─永続的に猫の本能、⿂の本能、⾍の本能、単純なアメーバ本能の⼀群、また植物的なも
の、そして真の⼈間の本能があるのではない。だが、これらはすべて⼈間の中にあり、魂
はそれに基づいて⾒て取られなければならない。（NS 6） 

 

「⽣物発⽣」というヘッケルの思想の根幹をなす概念と共に、現在の⼈間の進化上の集合性が
唱えられる。⼈間は神の似姿のような特別な存在ではなく、共通祖先から⼈間に⾄る系譜が集
合存在としてのヒトの⾁体と精神を定める。そのためデーブリーンは、動植物や鉱物、気体な
どが物質的かつ「魂的」に構成要素となる有機体を、様々な要素から成る⽯に喩え、「有機体は、
様々な性質の集合から形成される⽯の性質」（NS 11）であると述べる 21)。あらゆる存在の⼼⾝
両⾯における複合性によって否定された個体の中⼼としての⾃我あるいは「魂」の観念に代わ
り、彼は「⽣と真実は、無名性（Anonymität）のもとのみにある」（NS 9）として、「無名」を新
たな核に据える。「⾃然とその魂」では、超個体的な結合を求め⾃我を否認する例として性欲が
挙げられるが 22)、⼈種理論家ルートヴィッヒ・フェルディナント・クラウス（Ludwig Ferdinand 

Clauß 1892-1974）の著作『⼈種と魂』（Rasse und Seele, 1926）に対する書評の草稿では、次のよ
うに無名についてより仔細に記している。 

 

あらゆる名指すことのできる魂と形は、無名の描出であり、堆積である。（Alle benennbaren 

Seelen und Formungen sind Darstellungen und Ablagerungen des Anonymen.）ある地点において
は、いまだ⽣き⽣きとして、完全には沈殿しない。あらゆる成ったものは不完全であり、
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無名はそれを謎に満ちた⽅法で存在させる。⼆種類の魂があるのではなく、⼀⽅は他⽅で
の瞬間なのだ。実現に突き進み、意思や衝動、感情として⽣じ、⾏為に備えるものが、湧
き出でる無名であり、蔓のように虚空を探っている。以前のもの、有機体は、この絶えず
巡り倦むことの無い無名⾃⾝の過去、成果、産物であり、過ぎ去った無名なのだ。23) 

 

デーブリーンが「無名」について⼈種論に対する書評のなかで論じようと試みたのは、両者
に形相を通じて理念に迫る視座が共通していたからであろう。⼀⽅でユダヤ⼈であった彼は過
激なドイツ⺠族主義を警戒していたが、1920 年代以降に「⾃我」の再評価を進めるまで、個体
を様々な物質の集合体とみなすその⾃然哲学は国家有機体観にも親和性があった。他⽅でクラ
ウスは後にナチスの党員となるが、その⼈種観は⾵⼟の作⽤を論じる点で遺伝決定論的ではな
く、また彼⾃⾝も反ユダヤ主義者ではなかった 24)。両者に共通していたのは、「魂は経験の⼀部
を表出によって⾒聞きできるようにする劇場を、つまり⾝体を有する 25)」として、「魂」であれ
⼈種であれ 26)、物質的表⾯から内奥の直接測定されない本質に迫る観相学的視座である 27)。相
貌から⼈種的傾向が読み取られたように、有機物および無機物の形態や現象を「無名」の表出
とみなすデーブリーンの⾃然哲学は、物質における反応に神ではなく⾃然の⼒そのものとして
の「魂」を読み取る観相学であった。ヘッケルはあらゆる現象が物理・化学の法則によって記
述されるとして鉱物にも「魂」を認め、デーブリーンはあらゆる物質の変化や作⽤から、それ
ら全てに対する「魂」の賦与に⾄った。万物の「魂」とは、ものの形態や反応に普遍的な原理
の証明を求める⼀元論的世界観の命題であった。 

 
2. 万物混淆の叙事詩──『⼭と海と巨⼈』における「献辞」と「怪物」 
 
2.1. 「献辞」における列挙法 

第 2 節以降では『⼭と海と巨⼈』を取り上げ、その描写とデーブリーンの⾃然哲学の関係を
検討する。この未来⼩説では、叙事詩の伝統に従い⼩説の開始前に「途⽅もないもの」（BMG 

7）に対する「献辞」が置かれる。しかしこれは単なる古典的様式の模倣ではなく、デーブリー
ンの⽂学論と⾃然哲学の実践であり、そこでは⼩説の具体的な筋や内容はほとんど明かされな
いまま、この詩⼈の呼びかけのみならず動植物や無機物の多様な現象が、部分的にカンマや接
続詞を省略して列挙される 28)。 

 

いま私は──君や君たちとは⾔いたくない──それについて話す、幾千の⾜と幾千の腕
と幾千の頭について。吹きすさぶ⾵であるものについて。炎の中で燃えるもの、燃えるも
のと熱いものと⻘いものと⽩いものと⾚いものについて。温かくて冷たく、雷光を発し、
雲を積み上げ、⾬を降らせ、磁⽯のようにあちこちへ忍び歩くもの。［…］⿅を恐れさせる
ものについて。流れて他の動物が飲むその⾎について。物質と⽯と気体の中に息吹き、⽴
ち上り、溶け、結びつき、消え去る幾千の存在について。（BMG 7）29) 
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この韜晦な叙事詩について、デーブリーンは出版後に⾃ら「『⼭、海、巨⼈』への覚書」
（Bemerkung zu ≪Berge Meere und Giganten≫）を発表してその意図や構造を解説しており、そこ
で彼は「私は⾃分の中に表出を求める確かな⼒強い⼒を⾒出し、私の本の特別な課題は、世界
存在（das Weltwesen）を称えることであった 30)」と記した。「⾃然とその魂」では世界内に具現
化する⼒は「無名」とされたが、この「献辞」では「暗く轟き唸る⼒（Die dunkle rollende tosende 

Gewalt）」（BMG 8）は、「君ら幾千の名前のものと無名のもの（Ihr Tausendnamigen Namenlosen）」
（BMG 7）および「震え掴み揺らめく幾千の⾜と幾千の霊と幾千の頭（Zitternder greifender flir-

render Tausendfuß Tausendgeist Tausendkopf）」（BMG 9）とも呼ばれる。『⼭と海と巨⼈』から浮
かび上がるのはこの⼒であり、ここで「献辞」を捧げる「わたし」（BMG 7）も、作品から遊離
した特権的作家ではない。というのも「献辞」における執筆時の作家の⾝体の細部と周囲の環
境の描写は、書く⾏為⾃体をこの⼒に従う営みとして演出するからだ。 

 

毎秒変化がある。私が書くここ、紙の上に、流れるインクの中に、⽩いガサガサいう紙
の上に落ちる⽇光の中に。［…］私の動く⼿は左から右へ回り、⾏の終わりから左へ戻る。
私は指にペンを感じる。それは神経であり、それは⾎に洗われる。⾎は指を流れ、すべて
の指を、⼿を、両⼿を、腕を、胸を、全⾁体を、肌と筋⾁と内臓を通り、すべての表⾯と
⾓と窪みに流れる。多くの変化がこのここにある。そして私はただの⼀⼈、取るに⾜らぬ
部分と空間である。私の机の上、⽩い布の上で三本の⻩⾊いチューリップが萎れる。どの
葉は⾒通せぬほど豊かだ。隣には紅⽩のサンザシの葉。下の⽅では、芝⽣の上にパンジー
と勿忘草と菫。五⽉だ。私はどれだけ多くの樹と花と草が公園にあるか述べたのではない。
どの葉と茎と根でも、毎秒何かが起きている。 

そこで幾千の名のもの（das Tausendnamige）が働いている。そこにそれがいる。（BMG 7-

8） 

 

「献辞」において執筆⾏為は特別視されず、作家の⾝体は器官およびその運動の集合に解体さ
れ、それらは彼⾃⾝の周囲の物体と並列される。カタリナ・グレーツは、「第⼀に『献辞』は、
物理学的・⽣理学的な執筆過程の意味［…］を強調した。第⼆にそれは、⽂芸作品を時空間内
における書く⾃我のその都度の状況に還元 31)」したと指摘する。作家⾃⾝が⽣理学的存在とな
り周囲の⾃然と⼀体化することで、彼は主体的存在として世界に対置されるのではなく、その
⾝体を通じて世界全体と結びつき、執筆⾃体が「幾千の名のもの」の働きの表出となるのだ。 

この作家の消失と無数のものの連関は、以下『⼭と海と巨⼈』の全編に亘る名詞や動詞、分
詞等の通例の⽂法に縛られない無制限な並列によって強調される。数多の動植物や鉱物、状況
の⼦細な描写は、単なる辞書的な羅列ではない。オリヴァー・フェルカーは、「⽬録が⼀層⻑く
なるにつれて⽂の成分は独⽴し、それらは独⾃の活⼒を獲得し、相互に反応し、中⼼に⼈間的
主体があった秩序付けられた世界とはもはや折り合うことの困難な意味の過剰をもたらす 32)」
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と指摘する。たしかに類似的な⾔葉の列挙は、それらに秩序を与える超越的語り⼿の不在を通
じて、統⼀的に把握されることない無数のものの集合となる。しかしカンマや接続詞による分
断なき単語同⼠の隣接から⽣じた過飽和は、それらの無数の存在の凝集状態や有機的関係を超
えた溶解に向かう 33)。⾔葉の境が曖昧になるとき、事物も溶け合うのだ。『⼭と海と巨⼈』は⼈
間と動物、植物、鉱物、元素、社会、地球など間のあらゆる境界の溶解と混淆を、その描写と
筋において⽰すことになる。 

 
2.2. 怪物の誕⽣ 

『⼭と海と巨⼈』の第 6、7 冊では、作中の最も壮⼤な技術的挑戦として、⾃然に対する闘争
が展開される。技術者キーリン（Kylin）を中⼼に、アイスランドの⽕⼭を爆砕し、放出された
膨⼤なエネルギーを電気⽯（Turmalin）34)の網に蓄え、その熱でグリーンランドの氷河を溶かす
壮⼤な計画が遂⾏される。だがこのエネルギーは、⼈々に陶酔感をもたらすのみならず、物質
の急激な成⻑や変異を促進し、異質なもの同⼠を接合させ、氷床の溶解と同時に恐⻯に似た怪
物を産み出してしまう。 

たしかにここでは、技術対⾃然という⼆項対⽴や科学者の傲慢に対する劫罰という典型的構
図が⽤いられる。しかし解放された⼒は「形の産婆（Gebärein der Gestalten）」（BMG 481）とし
て⽣物のみならず鉱物にも作⽤し、破壊と再形成のダイナミズムのなかでそれらを混ぜ合わせ
ることで、有機物と無機物の境界を揺るがす。グリーンランド周辺の海の中ではあらゆる動植
鉱物が以下のように⼀体化する。 

 

ただ⼀つの呼吸する存在へと、海の森と草原は⼊り混じりながら成⻑した。⿂と⾍と蟹は
海藻の葉と茎を切断しようと試みた。しかし草の厚みは途⽅もなかった。動物は押しつぶ
され、その体液がしたたり、折れた茎の、濃し出された葉の⽩い液と混ざりあった。 

グリーンランドを覆う組織には、⽣けるものと死せるもの、植物と動物と⼤地を分かつ
ものはなかった。植物は植物の上を覆い、ゆっくりと泳ぎ跳ね回る動物を蔓で、すがりつ
く花で捉え、動物は⼀部となった。［…］動物と植物は⼀つになった。（BMG 485） 

 

解放されたエネルギーは動植物と鉱物を束ねるのみならず、氷河の下に眠っていた絶滅した
恐⻯の化⽯を周囲の動植鉱物を結び付け、それをおぞましい集合体として蘇⽣させることで、
最も鮮明に⽣と死の境界の超越を告げる。この怪物の描写では、⼀⽅で同化された様々な物体
や器官の列挙により個体としての⼀体性の認識が阻害されるが、他⽅で鉱⽯や元素の擬⼈法な
いし擬動物法と⽣物の擬鉱物的⽐喩の混淆によって、あらゆるものが⽣命的に蠢く。鉱物さえ
も硬直して⾮活動的なのではなく、過飽和溶液における結晶の形成のように動的なのだ 35)。怪
物は、⾮⽣命的な遺骸や断⽚の寄せ集めでありながら、過剰なまでの⽣命に満ちている。この
数多の有機物と無機物の──また単語や語句のシンタグマティックおよびパラディグマティッ
クに無尽蔵な連続の──裂け⽬無き坩堝から、以下のように太古の化⽯が再び⽣を獲得する。 
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⽩亜紀のぼろぼろの残骸が、⾻と植物の⽋⽚が再び⽣を⾒つけた。まばゆい光が⾒つけた
ものを⼀つに焼き固めた。椎⾻、ばらばらの⾻格は泥の中で氷河の⽔を吸い、互いに引き
合った。泥からはそれらに物質が、⼤地、湧き上がる⽔、塩が流れ込み、それらを⾁体と
して、⾃らを覆った。それらの中で表で変化が起こり、⾁体のようになった。 

あらゆる遺物と残骸の周りで⼤地が⽣き物へと膨らみ、膨れ上がった。［…］それは、か
つて⼤地が運んだ⽣物のいずれでもなかった。露になった四肢、頭と⾻と⻭と尾と椎の周
り、シダの葉と雌蕊の⼀部と根の切れ端の周りに、⽔と塩と⼟が集まった。しばしば、そ
れはその時代の古い⽣物と似た⽣物に成⻑し、しばしば奇妙な⽣物は向きを変え、⼤地を
吸い、踊った。顎と⾜になったのは、頭と頭蓋であった。喉は腸、眼窩は⼝になった。唇
は⾍のように蠢いた。脊柱の周りには⽣きた⼤地が流れ込み、固まった。⾻の残骸から⾎
管の網状組織があらゆる⽅向に広がったようで、それらは種を過飽和溶液に⼊れられた結
晶のようだった（als wären sie Kristalle, Keimpunkte in der übersättigten Lösung）。（BMG 487-

488） 

 

この怪物は進歩主義的科学技術の破滅的産物だが、その挫折は単なる過去への回帰願望や⽂
明批判、⾃然賛美ではない。というのも、「古い⽣命形式は⾒たところ問題なく予期せぬ創造的
⽅法で新たな⽣命形式と混淆し、ハイブリッドな形態を形成 36)」しており、この混淆体である
怪物において、有機物と無機物のみならず、異なる時代に⽣きた諸⽣物が⼀体化されるからだ。
⾃然哲学的論考「⾃然とその魂」では、⼈間が共時的および通時的集合存在とされたが、未来
⼩説において存在間の時間的距離を超えるこの怪物は、⽣物の系統発⽣史的な集合性をあらゆ
る物質の摂取によって⽂字通り具現する。集合存在への同化可能性が、存在同⼠の物質的およ
び進化論的親縁性を⽰すのだ。デーブリーンは、後の『⾃然を超える⾃我』において栄養摂取
を⼀種の進化論として次のように述べている。 

 

私たちの体による⾷品の分解において真に摂取同化可能な栄養として残るのは、常にある
⽣命の段階、⽔、ブドウ糖、アミノ酸、塩であるからだ。これら残されたものが、真に⼈
間の「基礎」と表わされよう。どこでも何かの上にではなく、この基礎の上に、ヒトは育
つのだ。それゆえ、これも進化論（eine Abstammungslehre）である。 

⼈間がどこから来たのか知りたいのであれば、同化可能な物質を調べよ。（IN 43） 

 

絶滅した恐⻯の化⽯から復活する怪物は、⽣きているかのように描出される無数の動植鉱
物を取り込むことで、無機物から原始的⽣命を経て複雑な組織体に⾄るまでの、⽣と死の⼆元
論的境界を越えた由来を⽰唆する。怪物の存在的および修辞的集合性こそが、⾃然のなかの諸
存在の統⼀性とそれらに働く⼒の普遍性を可視化するのだ。そして怪物の⻄欧への襲来によっ
て、⼈間も特権的位相を否定され、⾃然の歩みの内に吸収されることになる。 
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3. 巨⼈の創造──集合体における器官の意義 
 

『⼭と海と巨⼈』の第 8、9 冊では、グリーンランドで誕⽣した怪物により欧州の諸都市は壊
滅する。体液や⾎液をまき散らし、無機物か有機物かを問わず触れたものの成⻑を促進し、⾃
⾝に同化するこの怪物の群れに対抗するため、⼈々は都市を地下に移転し、⽣物兵器として巨
⼈の建造を開始する。だがこの闘争は、⼈為的技術と⾃然の暴⼒の⼆項的対⽴ではない。怪物
と巨⼈を⽣み出すのはいずれも電気⽯の内部に蓄えられたエネルギーであり、⼈間と動植物や
鉱物などの融合によって実現する巨⼈も、⾃然と技術の交雑したハイブリッドな存在である。 

 

船底の上に、スコットランドの⼭の頂に、電気⽯のベールを⽤いて、この無秩序的存在
（dieses Unwesen）が築かれた。⽯と幹が積み重ねられ、結びつけられた。それらが放射さ
れた炎のもとで成⻑すると、それら消える前に、⾚熱する⽯炭の上に重ねるように、動物
の⾁体と植物と草が注ぎ込まれた。この⼟台に、遂に⼈間がもたらされた。［…］個々の形
ある動植鉱物に閉じ込められていた、動物の⾁体を成熟させ、だがやがて⽼いと死をもた
らす本能の⼒と成⻑⼒（Die Trieb- und Wachstumskraft）が、触媒のように電気⽯結晶の容器
から果てることなく⼒強く流れ出した。この地球と星々の炎の中に宿る原存在（dieses im 

Feuer der Erde und Gestirne hausende Urwesen）が、混じり気なく⼿に⼊った。［…］この⼒の
途⽅もない破壊性が実験において明らかになった。それはあらゆる繋がりを破壊し、有機
体の破壊のもとで、部分を引き出した。それは、動くものか休むものか固いものか柔らか
いものであるかに無関係な炎のようだった。流れ出る刺激物質を、有機体を⾃ずから成⻑
させる腺と繊維系に到達させる植物実験、そして動物実験に成功した。（BMG 514-515） 

 

この「⽣きた物質から成る塔（Türme aus lebenden Stoffen）」（BMG 515）のグロテスクな建造
は、「⼆種類の動物の結婚という原始的困難（Die uralte Schwierigkeit der Vermählung zweier Tier-

klassen）」（BMG 535）を乗り越える試みの成果であり、万物と⼈間の連合体のなかに、「原存在」
からの有機体の発⽣として⼈間の系統発⽣史が詰め込まれる 37)。成⻑と死をもたらす原始的⼒
による万物の異常成⻑と混淆は、基礎的な段階からの⼈類発達史を縮約して再現し、それらの
混在を巨⼈の⾝体において具現化する途⽅もない実験なのだ。『⼭と海と巨⼈』において、この
⼈間を含む集合体としての巨⼈の⼼理が描かれることはない。根源的⼒や⾝体の各部の溢れ出
る⽣命性にもかかわらず、彼らは感覚も意識もおよそ喪失しており、個体としての主体性や⾃
我の存在は認められないのだ 38)。万物が「魂」を有するのだから、巨⼈に⼈間を他の存在から
分かつ超越的な実体としての「魂」は賦与されない。しかし彼らの精神的内⾯の⽋如は、彼ら
の器官──それも相互に⼊れ替わり、拡張され、進化および退化し、他の⽣物と⼀体化した器
官──を通じた周囲の⾃然との接合によって代替される。 

器官を通じた⾃然との交わりを、未来⼩説の終盤で巨⼈の運命と共に⽰すのは、ロンドンの
指導者でありながらおぞましい巨⼈と化したフランシス・デルビルである。彼は、他の⽣物と
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⼀体化した器官を通じて、以下のように環世界に対して物量戦を展開する。 

 

デルビルは成⻑することだけを考えた。［…］しばしば、彼の意識は暗くなり、⽯の精神
がデルビルより優勢にならないように⻑い間中断せねばならなかった。巨⼤な⼈間に似た
被造物として、デルビルはロンドンの前に⾝を起こした。⼈間の⾜と⻭と膝を有していた。
暗い褐⾊の⽑の⽣えた肌。はげ落ちた⾁体は、張り出しやドームのように、疣と瘤と乳房
を突き出していた。釣鐘のように触⼿を動かす⽣き物が、彼の鳩尾から出ていた。腹から
は、⿊や灰⾊のとぐろを巻く蛇の⾁体（schwarze und graue sich ringelnde spielende Schlangen-

leiber）、蠢き⽬を⾒開いた管（bewegliche augenöffnende Röhren）が⽣え、それらは⾜の周り
に横たわり、彼を愛撫し、彼のために吸い、喰らった。胸の上はゆっくりと脈打っていた。
蛇の⾁体は⼩川を吸い込み、川床は⼲上がり、川はデルビルの体内を流れた。（BMG 591） 

 

のたうち回る蛇が腹壁を突き破る内臓となり⼩川が体液となる巨⼈には、個体を守り、内と
外の境界を成し、また両者の邂逅の媒体となるような肌はもはや存在しない。個体としての⼀
体性は、内的な集団性のみならず、外部への開放性によって失われている。だが怪物と巨⼈の
描写における⾝体の各部の列挙は、中⼼的⾃我の不在に並⾏するのみならず、器官が個体内の
構成要素として従属的地位に留まるのではないことを⽰唆する。器官は⾮物質的意識あるいは
中枢神経に奉仕する受動的な装置ではなく、むしろ周囲のあらゆる存在を取り込み、我が物と
するための能動的な作⽤機構であり、それらの働きによって巨⼈は、また怪物と⼈間は、外界
を吸収し集合体を形成するとともに、⾃然に介⼊し、その創造に加わる。 

 

私たちの筋⾁や⾻と共に、闇や光や元素や私たちの魂と共に、世界存在（das Weltwesen）
が考える。 

私たちには器官がある、とはどういうことか。これは、私たちは放射（strahlen）すると
いうことだ。私たちは、世界に流れ込む。私たちは、霊的な世界存在の建設、存在、実在、
実現に加わっている。（IN 93） 

 

器官を他の⽣物で置換した無節操な⼈間の拡張体である巨⼈による無制限かつ暴⼒的な周囲
の物質の摂取は、その内的な混淆状態と共に外部のあらゆる存在に対する連続性から、あらゆ
る存在の本質的相違を否定した。そのため科学⽂明の究極の産物である巨⼈は最後に、完全に
かつての個としての意識を喪失し、⼭や海や森の中に崩れ落ち、⾃然の内に帰還する。しかし
それは、技術や⼈間の敗北ではない。たしかに⼈間は⾃然からの独⽴も特権的地位の獲得も実
現できず、壮⼤な地球史の中で⾃然に挑み、それに飲み込まれたが、⼈間は「真の巨⼈」（BMG 

630）であり、彼らも器官を通じて環世界に繋がっている。個ではなく集合であることが、有機
体の「⽯の性質」である。無数のものの氾濫に織りなされた『⼭と海と巨⼈』において、怪物
と巨⼈と⼈間はいずれも、器官による摂取と同化の連鎖を通じて根源的な⼒の働きを⽰し、無
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数の⾮⼈間的⾏為体と共に⾃然の歩みに参与する、混成的な集合存在であった。 

 
4. むすびに 
 

第⼀次世界⼤戦後、あらゆるものが「魂」を有するという⾃然哲学を展開したデーブリーン
は、未来⼩説において第⼀次世界⼤戦から 27 世紀におよぶ⽂明社会の興亡や⾃然環境の遠⼤
な記述を通じて、無数の⽣物的および⾮⽣物的⾏為体の動的活動を描き出した。有機物か無機
物かを問わず数多の存在が互いに混淆し、同化し、動的な流転のなかで絶えざる闘争と束の間
の調和を繰り返す地球史のなかでは、怪物と巨⼈が個体同⼠の境界を超えて混ざり合う混沌と
した集合存在であるばかりか、世界ないし地球さえもが「⼀つの有機体（ein Organismus）」（IN 

53）なのだ。 

加えて彼は、この⼩説においてカンマと接続詞を極⼒省略し、シンタグマとパラディグマの
両⽅向において単語や語句を列挙する独⾃の⽂体を多⽤した。これはあらゆる物質に「魂」を
賦与した彼の⾃然哲学を反映しつつ、怪物や巨⼈ひいては⼈間の混淆性ともに、独⽴したよう
に⾒える存在同⼠の断裂無き繋がりを表した。膨⼤な⾔葉の連鎖にあふれた『⼭と海と巨⼈』
は、怪物や巨⼈や⼈間と同様に集合存在であり、都市⼩説を凌駕した壮⼤な地球叙事詩であっ
た。 

 

［付記］ 

本論は⽇本学術振興会科学研究費助成事業（特別研究員奨励費：研究課題番号 19J14355）の研
究成果の⼀部であり、現地調査に東京⼤学ドイツ・ヨーロッパ研究センター奨学助成⾦を受領
した。 
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Summary 

 
 

An Epic of Mixture of all Things 
Monsters, Giants and Enumeration in Alfred Döblin’s Berge Meere und Giganten 

 
 

SOMA Naoyuki 

 
Post-World War 1, Alfred Döblin (1878-1957), a German Jewish writer famous for 

the modernism novel Berlin Alexanderplatz (1929), developed a unique natural philosophy 
that denied the existence of the transcendent God, but advocated a “soul” of water, salts, 
minerals, plants, animals, and everything. This paradoxical theory, which corresponded 
with the monistic worldview of German biologist Ernst Haeckel (1834-1919), was expressed 
in Döblin’s popular science articles like “Natur und ihre Seelen” (“Nature and its Souls,” 
1922) and Das Ich über der Natur (The Self over the Nature, 1928) as well as in the extraordinary 
epic Berge Meere und Giganten (Mountains Oceans and Giants, 1924).  This enormous roman 
describes the rise and fall of western techno-scientific civilizations, the uncontrollable 
power of environments, and the dynamic activities of materials, various organisms, and 
humans. In this remarkable history of the earth, the simplified dualism of nature and tech-
nology and life and death are overcome through the birth of monsters and giants. These 
destructive creatures, produced from blending numerous organic and inorganic beings 
through the primeval energy of volcanos and their artificial abuse, demonstrate the inner 
collectiveness of variegated entities in individuals and the physical and psychic relationship 
between all living and non-living things. Monsters and giants that transcend individual 
boundaries as chaotic collective beings embody Döblin’s natural philosophy in their gro-
tesque forms and indicate the innumerable and unending harmonical connections between 
everything. 

Moreover, Döblin developed a unique style of writing in which he omitted com-
mas and conjunctions and enumerated various words and phrases in both syntagmatic and 
paradigmatic directions. This chaotic accumulation of words reflects his natural philosophy 
that claimed a “soul” of all matters and the essential equality of organic and inorganic be-
ings and emphasizes the unbroken links between seemingly independent entities along 
with the amalgamative composition of monsters and giants, as well as human beings. Filled 
with vast enumerations of vocabularies and collective creatures, Mountains Oceans and Gi-
ants is a great earth epic that rhetorically and narratively describes the collectiveness and 
connections of all things. 

 


